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1．第 35 回研究大会のお知らせ
（１）大会趣旨 

大会テーマ：「ポスト・コロナの新しい社会経済システムの構築―公民の役割分担を

踏まえてー」  

本学会においては、1986 年の第 1 回研究大会から、公共性の転換、新しい公共、人口減少時代で

の社会システムの在り方等、産官学において、時代の変化にどのような対応が求められるかを探っ

てきた。その間、阪神淡路大震災、東日本大震災が発生し、これらの災害を契機に日本経済社会の

制度的な問題点も浮き彫りにされてきたことから、震災復興のための政策や関連する諸課題への対

応についても議論を重ねてきた。このように本学会では、未来を見据えた議論と共に、足元の重要

な出来事についても問題意識の共有と、関連諸課題の解決に向けた議論を交わしてきた経緯がある。 

今般、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は、多くの国で、社会経済システムに大きな影響

を与えている。日本においては、上記の災害をはじめ、近年、大型台風、水害等、甚大な自然災害

が各地で発生し、社会・経済のインフラやシステムの脆弱性が指摘されている。 

また、日本をはじめとして、世界の国々は新型コロナ感染防止策を取るとともに、大きく低迷す

る経済の活性化に取り組んでいる。コロナ禍を経験した我々の社会経済システムは、果たしてどの

ような方向に向かうのか。そして我々はその社会経済システムの変容をどう捉え、どう対処してい

くべきなのか。本大会では、世界の政策動向などを念頭に、ポスト・コロナのサステイナブルな社

会経済システムの構築ついて、公民の役割分担を踏まえて考察したい。 

 

（２）開催要領 

日程：2020 年 12 月 12 日（土）9：00～18：00  

開催方法：Web 開催（Zoom によるオンライン・リアルタイムで実施）  

実行委員長：齊藤由里恵（中京大学） 
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実行委員：穴山悌三（長野県立大学）  伊藤昭浩（名古屋学院大学） 

        釜田公良（中京大学）    松原聡（東洋大学） 

 

（３）大会プログラム：〈最新の情報は学会 HP をご参照ください〉 

 

（４）報告募集 

 一般報告、大会テーマ報告を以下の要領で募集します。 

報告応募期間：2020 年 8 月 1 日（土）～2020 年 10 月 12 日（月） 

申し込み方法： 以下 3 点を記載し、大会メールアドレス宛に申し込み 

大会メールアドレス taikai2020@ciriec.com 

 

１．報告者氏名・所属・連絡先（住所、電話番号、メールアドレス） 

２．報告テーマ、一般報告・大会テーマ報告の別 

３．報告要旨（1,000 字程度） 

 

報告者には別途、報告資料(PowerPoint 等)を 1 週間前までに、大会メールアドレス宛にご提出願いま

す。 

大学院生（修士課程・博士課程）の報告については、「学会賞の募集・奨励賞」をご参照ください。 

今後の詳細につきましては大会ウェブサイトで随時告知していきますので、ご確認くださるようお

願いいたします。 

 

 

2．学会４賞の募集
（１）奨励賞 

12 月の研究大会における大学院生（修士課程・博士課程）の発表について、数点に「奨励賞」を

授与します。大学院生は、研究大会発表に際して、この賞への応募が前提になります。  

奨励賞に応募される方は 8 月 31 日（月）までに、「奨励賞応募希望」と明記し、①奨励賞報告希

望、②報告テーマ、③報告要旨（1,000 字程度）、④氏名・所属・連絡先（住所、電話番号、メール

アドレス）を学会事務局宛（japan-office@ciriec.com）に電子メールでお送りください（書式自由）。  

応募資格：大学院修士課程・博士課程及びそれに準ずる者  

事前審査：2020 年 8 月 31 日（月）までに 1,000 字程度の報告概要を提出  

結果通知：2020 年 9 月 20 日（日）までに事前審査による学会報告の可否を、本人に通知します。  

提出論文：本会投稿規定・要領（ニューズレター掲載）による 12,000 字のフルペーパー 3 部 

（結果通知により報告が認められた方のみ、論文を提出していただきます。論文締切まで日数がな

いので早めにご用意ください）  

論文締切：2020 年 10 月 12 日（月）（消印有効、 3 部郵送。同時にメール、添付ファイルで提出）  

郵 送 先：〒558-8585 大阪府大阪市住吉区杉本 3 丁目 3-138 

大阪市立大学経済学研究科金子勝規研究室内 

国際公共経済学会 事務局 

メール：japan-office@ciriec.com 

mailto:taikai2020@ciriec.com
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※ 12 月の大会で報告希望の大学院生は必ず奨励賞に応募してください。報告が認められた方は、 

10 月 31 日（土）までに報告概要（4,000 字程度）の提出もお願いいたします。  

  

（２）学会賞・尾上賞  

「学会賞」（若手の著作）、「尾上賞」（実績のある研究者の業績、学会活動への貢献）の応募を 募

集します。  

対象期間：2018 年 7 月 1 日～ 2020 年 6 月 30 日までに公刊された会員による著書等  

締   切：2020 年 9 月 30 日（水）  

郵 送 先：〒558-8585 大阪府大阪市住吉区杉本 3 丁目 3-138 

大阪市立大学経済学研究科金子勝規研究室内 

国際公共経済学会 事務局 

※応募に際して、推薦書（自薦・他薦）、著書等を 1 冊お送りください。  

  

（３）修士論文賞  

2020 年度提出（含む前年、前々年度提出者）の修士論文が対象となります。募集等の詳しい内容

は後日お知らせいたします。 

 

3．次世代研究部会・サマースクールのお知らせ 
 

本年度はコロナウイルス感染拡大の影響で、中止とします。  

 

4．修士論文賞最優秀論文 
 

修士論文賞最優秀論文の審査の結果、以下の論文が最優秀論文として選出されました。 

 

  唐松 奈津子（東洋大学大学院） 

 「母子世帯の貧困解決についての一考察 －母子シェアハウスの活用可能性－」 

 

5. 事務局より 
（1）2020 年度個人会費請求  

2020 年度（2019 年 12 月 1 日～2020 年 11 月 30 日）の個人会費 10,000 円（学生 5,000 円） 

をまだ納入されていない方は、近日中に入金をお願いいたします。  

会費未納の会員は、学会誌受領、大会参加、連携団体会合の出席等、会員サービスを受けられな

いことがありますので、ご留意ください。 

 

（2）学会メーリングリスト 

 第 35回研究大会の今後の詳細について等、メーリングリストでご連絡する予定となっております。

ご登録いただいているメールアドレスに変更がある会員の方は、以下までご連絡ください。 

  japan-office@ciriec.com   
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（3）入退会員の紹介 （理事会での承認済み） 

①入会  

正会員 3 名（敬称略）  

八木橋慶一（高崎経済大学）      若林亜理砂（駒澤大学法科大学院） 

芦川敏洋（静岡県庁） 

 

学生会員 

 山野節雄（大阪市立大学）       進藤周二（大阪市立大学）  

水野将伍（慶應義塾大学）       能島裕介（兵庫県立大学） 

薗諸栄（追手門学院大学）       古賀照基（中央大学） 

阿部真也（東洋大学）         梶原秀晃（大阪市立大学） 

 

②退会（8 名）（敬称略） 

三輪春樹、小澤太郎、川脇康生、須川三郎、寺崎克志、田中廣滋、株式会社オプテージ、衣笠達夫 

 

（4）今後の主な行事  

第８回春季大会  

日 程：2021 年 3 月  

会 場：Web 開催 （東京工業大学） 

実行委員長：西田 亮介（東京工業大学） 

  

第 36 回研究大会 

日 程：2021 年 12 月  

会 場：東海大学（Web 開催も含めて検討） 

実行委員長：森 由美子（東海大学） 

 

 

 

 

 

 

 

☆学会情報は、最新のものをホームページ http://ciriec.com/に掲

載してありますので、ご参照ください。 

☆学会への連絡は、メール（japan-office@ciriec.com）か郵便

にてお願いいたします。 

 



 

 

 

国際公共経済学会論文執筆要領 

（１）論文は、日本語または英文で書かれたものとして、図表を含め、12,000字以内とする。英語の場合は、日

本語の枚数に換算する。表題・執筆者名・所属機関名・キーワード（5語程度）を日・英文で明記する。

また、英文要旨（5行程度）を必ずつける。 

（２）論文は、原則として横書きとし、ワープロ原稿とする。 

（３）表記は、現代仮名遣い、常用漢字とする。 

（４）本文に挿入する表・グラフ・地図等、文字以外の資料については、必ずそのまま原紙として使用できる状

態で送付すること。挿入箇所を本文中に明示する。 

（５）注は文中の肩に（注１）のように記し、論文末尾にまとめる。 

（６）章・節は、１、２、１）、２）、（１）、（２）の記号による。 

（７）引用文献は注記する。記載は以下の方法による。 

著書（単独）の場合執筆者名、［出版年月］、『書名』、出版社、引用ページ 

著書（複数）の場合執筆者名、［出版年月］、「論文名」、編集者名、『書名』、出版社、引用ページ 

論文の場合執筆者名、［出版年月］、「論文名」、『雑誌名』、巻号、引用ページ 

（８）提出：事務局に郵送にて3部提出。 

学会事務局から、概ね1週間以内に受領メールを出します。 

返信のない方は、事務局までお問い合わせください。 


